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おことわり 

・ 本資料に記されている医薬品名については、内容の伝わり易さを考慮し、

一般名や商品名での表示が混在している場合がございます。 

・ 本資料では、スライドの印刷が不鮮明な部分がございます。 

日本医師会ホームページ 

    http://www.med.or.jp/doctor/kakari/kakarieizou/  

にて資料等を掲載いたします。ご活用ください。 
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慢性心不全の診断と治療 
【目 標】 
高齢化の進展に伴い、心不全患者は増加し、入退院の反復による ADL・QOL の低下や

介護負担の増大が地域医療の重要な課題となっている。 
本講では、心不全を発症後の治療にとどまらず、発症予防から早期診断、治療、増悪予

防、人生の最終段階までを連続した経過として捉え、かかりつけ医が担う役割を理解する。
まず、心不全のステージ分類に基づき、高血圧、糖尿病、慢性腎臓病、肥満、冠動脈疾患
等の危険因子を早期から管理するとともに、心臓・腎臓・代謝を一体的に捉える CKM 症
候群の考え方を学ぶ。息切れ、易疲労感、浮腫、体重増加等の症状・所見と BNP/NT-proBNP
を適切に評価し、専門医へ紹介すべき時機を判断できることを目指す。 
さらに、HFrEF、HFmrEF、HFpEF の病態に応じた薬物治療の基本と、併存疾患や多臓

器要因を踏まえた包括的介入を理解する。日常診療では、体重、血圧、脈拍、SpO₂、服薬、
食事、活動量等を継続的に確認し、患者・家族への自己管理支援を行いながら、増悪徴候
を早期に捉えて適切な治療や受診につなげる実践力を養う。病院、訪問看護、薬局、介護
職等との多職種・地域連携を通じて療養生活を支える体制を構築するとともに、ACP（ア
ドバンス・ケア・プランニング）を含む意思決定支援を適切な時期から行い、患者の価値
観と生活に沿った医療・ケアを提供できることを目標とする。 

【キーワード】 
心不全予防、チーム医療、意思決定支援、症状緩和 
 
 
 

医療法人社団ゆみの 理事長 弓野
ゆ み の

 大
だい

  

【略歴】 

1998 年 3 月 順天堂大学医学部 卒業 

1998 年 4 月 東京女子医科大学病院 内科臨床研修 

2000 年 4 月 東京女子医科大学病院 循環器内科臨床研修 

2003 年 4 月 虎の門病院 循環器内科 

2006 年 9 月 カナダ・トロント大学 留学 

2009 年 4 月 東京女子医科大学病院 循環器内科 

2012 年 9 月 ゆみのハートクリニック 院長 

2014 年 5 月 医療法人社団ゆみの 理事長 

【所属協会・学会など】 

日本循環器協会（理事、患者連携委員会委員長）、日本心臓病学会（代議員）、日本循環器学会、日本心不全学会、日

本心臓リハビリテーション学会、日本人工臓器学会、日本緩和医療学会、日本在宅医療連合学会 など。 

心臓病をふくめた障害をもつ人々が安心して住み慣れたところで過ごせる社会づくりに貢献するために、2012 年 

東京にゆみのハートクリニックを開設。2025 年現在、東京・大阪・福岡に外来と在宅診療を行う診療所を 7 拠点運営

する。社会活動として、全国の循環器クリニックのネットワークとなる Japan Cardiology Clinic Network 事務局、地

域の非循環器専門の医療・介護従事者の ICT プラットフォームとなる Heart Care Station 事務局を務めるなど、地域

での循環器医療発展のために活動を行っている。 
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関節リウマチ・膠原病の臨床 
【目 標】 
 

１． 関節リウマチや膠原病、その類縁疾患について、日常診療で経験する代表的な関
節・筋肉・皮膚症状を知り、非腫瘍性、非感染性、全身性疾患としての概念、こ
れに含まれる疾患群を理解する。 

 
２．日本における関節リウマチと膠原病などの患者数や疫学について理解する。 

 
３．関節炎とその代表的な疾患である関節リウマチについて理解し、説明できる。 

 
４．膠原病に見られる症状や徴候を理解し、説明できる。 

 
５．関節リウマチや膠原病の治療について理解する。 

 

【キーワード】 
自己抗体、免疫・炎症、ステロイド、免疫抑制薬、生物学的製剤 
 
 
 

埼玉医科大学 学長 竹
たけ

内
うち

 勤
つとむ

  

【略歴】 

1980 年 慶應義塾大学医学部卒業 

1984 年 慶應義塾大学医学研究科博士課程修了 

1985 年 医学博士  慶應義塾大学 

1984 年 慶應義塾大学医学部 内科助手 

1985 年 Dana Farber Cancer Institute, Harvard University 留学 

1986 年 埼玉医科大学総合医療センター 第 2 内科 助手、助教授、教授 

2004 年 埼玉医科大学 副学長（兼任） 

2009 年 慶應義塾大学医学部内科学教室（リウマチ・膠原病）教授 

2013 年 慶應義塾大学病院 病院長 

2017 年 慶應義塾 常任理事 

2021 年 4 月〜現在 慶應義塾大学 名誉教授 

2021 年 10 月〜現在 埼玉医科大学 特任教授 

2022 年 4 月〜現在 東京大学先端科学研究所フェロー 

2023 年〜現在 埼玉医科大学 学長（兼任：アドミッションセンター長） 

2024 年 埼玉医科大学 ゲノム医学研究センター所長 

2026 年〜現在 埼玉医科大学 先端研究センター長 

【免許・資格】日本内科学会（指導医、認定内科医）、日本リウマチ学会（指導医、専門医）、日本アレルギー学会（専

門医）、日本感染症学会（専門医） 

【学会】日本内科学会、日本リウマチ学会、アジア・太平洋リウマチ学会（Immediate Past President）、日本炎症・

再生医学会、日本臨床リウマチ学会（理事）、日本シェーグレン症候群学会 
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在宅を支えるリハビリテーション 
【目 標】 
高齢化が進むなか、住み慣れた地域や自宅で生活を続けるため、医療と介護をつなぐ在

宅リハビリテーションの重要性が高まっている。在宅リハビリテーションは、機能回復だ
けでなく、生活動作の維持、転倒予防、介護負担の軽減、本人らしい暮らしの継続を支え
る取り組みである。 
かかりつけ医には、日常診療の中で身体機能や生活状況、栄養状態、活動量の変化を早

期に捉え、訪問リハビリテーションや通所リハビリテーションを適切に導入・継続する判
断が求められる。特に訪問リハビリテーション事業所は、リハビリテーション専門職が実
際の生活状況を確認し、住環境、介助方法、生活導線、家族の負担などを踏まえた具体的
な支援を実施できる点に特徴がある。その情報をかかりつけ医と共有することで、日常診
療だけでは把握しにくい生活上の課題や改善すべき点が明らかとなり、薬物療法、栄養管
理、疾病管理とリハビリテーション方針を一体的に調整できる。 
医師、リハビリテーション専門職、訪問看護師、薬剤師、管理栄養士、介護支援専門員

などで目標を共有し、定期的な状態変化の確認は、多職種連携の実効性を高める。低栄養
や体重減少は、筋力低下やリハビリテーション効果の減弱につながるため、栄養と運動を
組み合わせた支援も欠かせない。廃用症候群やフレイルは、早期発見と適切な介入により
改善が期待できる。訪問リハビリテーション事業所とかかりつけ医が双方向に情報を共有
し、生活に根差した支援を継続することが、高齢者の自立支援と在宅生活の質の向上につ
ながる。 

【キーワード】 
在宅リハビリテーション、廃用症候群、デイケア、訪問リハビリテーション 
 
 
 

兵庫県立リハビリテーション中央病院 院長 大串
おおぐし

 幹
みき

  

兵庫県総合リハビリテーションセンター（所長） 

【略歴】 

1986 年 佐賀医科大学卒業 

1986 年 熊本大学医学部附属病院整形外科入局 

2001 年 熊本大学医学部附属病院理学療法部文部助手 

2007 年 同院リハビリテーション部助教 

2014 年 同院脳卒中急性冠症候群医療連携寄付講座特任准教授 

2016 年 兵庫県立リハビリテーション中央病院リハビリテーション科部長 

2017 年 同院診療部長兼務 

2020 年 同院院長補佐兼務 

2023 年 同院病院長 

2026 年 兵庫県総合リハビリテーションセンター所長 兼務 

【資格・学会等】 

日本専門医機構（リハビリテーション科専門医）、日本専門医機構（整形外科専門医）、日本スポーツ協会（公認スポ

ーツ医）、日本リハビリテーション病院・施設協会（副会長）、全国地域リハビリテーション事業連絡協議会（会長）、

全国地域リハビリテーション研究会（会長）、日本義肢装具学会（副理事長）など 
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当事者から学ぶ「新しい認知症観」 
【目 標】 
令和 6 年 1 月に施行された認知症基本法に基づき、同年 12 月に策定された認知症施策推

進基本計画は「新しい認知症観」を打ち出した。認知症になったら何もできなくなるので
はなく、一人一人にできることややりたいことがあり、住み慣れた地域で仲間等とつなが
りながら、希望をもって自分らしく暮らし続けることができるという考え方である。 
当事者にとって認知症との最初の出会いは、実は認知症を診断する一人の医者との出会

いに他ならない。診断を本人に伝えるときこそ、医師自らの認知症観が問われている。 
認知症観は、かつて痴呆「患者」として病院に隔離した医学（個人）モデルの時代から、

介護保険による生活モデルへ、さらに障害の責任を社会に問う社会モデル、権利の主体を
明確にする人権モデルへと広がってきた。客体から主体への回帰をくりかえすらせん的な
発展であり、そのたびに排除と包摂の境界線が引き直されてきた。それは医師の問いの立
て方の変化でもある。その人「に」なにができるかという問いから、その人「と」なにが
できるかという問いへ。前者を手放すのではなく、後者をあわせもてるかが問われている。 
本講では、認知症とともに暮らす当事者からの体験と思いを聞いた上で、医師・支援者

の立場から、認知症診療をふり返る。診断の伝え方、早期に専門医とつながる意味、診断
後の空白を埋めるピアサポート、地域の多職種およびピア活動との連携など、日常の診療
場面に即しながら、かかりつけ医とともに「新しい認知症観」の意義を問い直したい。 

【キーワード】 
新しい認知症観、認知症基本法、診断後支援（ピアサポート）、専門医との連携 
 
 
 

日本認知症本人ワーキンググループ 代表理事 山中
やまなか

 しのぶ  

【略歴】 

1977 年 高知県生まれ 

2019 年 若年性アルツハイマー型認知症と診断を受ける 

2021 年 当時勤務していた携帯電話の営業職を退職 

2022 年 一般社団法人セカンド・ストーリーを設立 

2022 年 「高知家希望大使」委嘱 

2022 年 香南市地域密着型通所介護「でいさぁびすはっぴぃ」を開所（その後、高知市に 2024 年と 2026 年に開所） 

2024 年 世界アルツハイマー病協会 Global Dementia Expert Panel（国際本人委員） 

2025 年 レビー小体型認知症と診断される 

2025 年 一般社団法人日本認知症本人ワーキンググループ代表理事に就任 

【著書】 『ひとりじゃないき 認知症と診断された私がデイサービスをつくる理由』（中央法規、2025 年） 

医療法人社団清山会 いずみの杜診療所 理事長 山崎
やまざき

 英樹
ひ で き

  

【略歴】1985 年、東北大学医学部を卒業。同大学病院、三枚橋病院、国立療養所南花巻病院を経て、1999 年仙台市

に「いずみの杜診療所」を開設。宮城県内で診療所や介護施設、精神科作業所などを運営する清山会医療福祉グルー

プの代表。 

【資格・役職等】宮城の認知症をともに考える会（世話人）、認知症当事者ネットワークみやぎ（理事）、宮城県精神

神経科診療所協会（顧問）、東北大学医学部（臨床教授）、日本精神神経学会（指導医）、日本老年精神医学会（指導医）、

医学博士 

【著書】 『介護道楽・ケア三昧』『認知症ケアの知好楽』など 
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医療現場における DX の活用の実際 
【目 標】 
多くの地域で医師および診療科の偏在が社会的課題となる中、限られた医療資源で医療

DX を有効に組み合わせ、かかりつけ医として持続的に医療を確保する対応が求められて
いる。本講では、医療法の改正や診療報酬の改定も踏まえ、遠隔医療を含む医療 DX の具
体的な活用をイメージできるようになることを目標とする。  

（概要） 
山口県におけるへき地医療の現状と課題を基に、地域医療を持続可能にするための手段

としての医療 DX 活用事例を解説する。クラウド型電子カルテによる情報共有をはじめ、
高齢者やアクセスの課題を解消する看護師等連携型のオンライン診療「D to P with N」や、
指導医や専門医が現地医師をサポートする「D to P with D」の実践例を紹介する。さらに、
公民館や郵便局、休日診療所を用いたオンライン診療受診施設の実証、災害時対応への応
用、令和 8 年度診療報酬改定のポイントに触れる。遠隔医療を多職種連携による「足し算」
として組み合わせ、地域包括ケアシステムの推進と深化を図る方策を考察する。  

（目次） 
１．地域医療の課題と求められる遠隔医療  
２．地域医療における様々な DX の活用事例  
３．遠隔医療のこれから  

【キーワード】 
医療 DX、遠隔医療（オンライン診療）、D to P with N,D to P with D、地域包括ケアシス
テム 
 
 
 

山口県立総合医療センター へき地医療支援センター長 原田
は ら だ

 昌
まさ

範
のり

  

【略歴】 

2000 年 3 月 自治医科大学医学部卒業 

2000 年 山口県立総合医療センター（初期臨床研修） 

2002 年 岩国市立錦中央病院 

2005 年 山口県立総合医療センター（後期研修） 

2006 年 周南市国民健康保険鹿野診療所 所長補佐 

2008 年 萩市国民健康保険大島診療所 所長 

2010 年 自治医科大学地域医療学センター 臨床助教 

2011 年 山口県立総合医療センターへき地医療支援部 部長 

2012 年 山口県立総合医療センターへき地医療支援部 診療部長（〜現在） 

2021 年 山口県新型コロナウイルス感染症対策室（〜2023.3 月） 

2022 年 山口県防府保健所 所長（〜現在） 

【免許・資格】総合診療専門医（日本専門医機構）、総合内科専門医（日本内科学会）、家庭医療専門医・指導医（日

本プライマリ・ケア連合学会）、社会医学系専門医・指導医、DMAT 隊員 

【役職】山口県防府保健所（所長）、山口県健康福祉部医療政策課（へき地医療支援機構へき地医療専任担当官）、山

口県立総合医療センターへき地医療支援センター（センター長）、公益社団法人地域医療振興協会（理事・山口県支部

長）、自治医科大学地域医療学センター公衆衛生学（講師・学外卒後指導委員）、周南公立大学（客員教授）、山口大学

医学部附属病院（特命准教授、総合診療推進サテライトセンター長）、神戸大学医学部・山口県立萩看護学校（非常勤

講師）、日本遠隔医療学会（へき地遠隔医療分科会長）、厚生労働行政推進調査事業（研究班長）、厚生労働省在宅医療・

介護連携推進支援事業検討部会（委員）、国土交通省国土審議会（専門委員） 
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症例検討～がん／非がんの緩和ケア～ 
【目 標】 

「がんの緩和ケア」 
かかりつけ患者ががんで緩和ケアを要する状態になり、在宅で療養したいと希望する場

合、我々かかりつけ医だからこそ展開できる医療支援が沢山ある。 
患者が安心して楽に生活を継続できるよう、がんの緩和ケア領域での予後予測ツール、

がん性疼痛管理の基本について学習する。また、患者の生き甲斐や意向に配慮した療養生
活となるよう、生活に配慮した在宅医療計画の立て方、在宅医療を提供する多職種との連
携、入院医療機関など専門的な治療を提供する機関との連携手法を学習する。 
かかりつけ医として、患者の人生の最終段階における意思決定にどう寄り添い、患者他

界後、遺族にどう声がけをすべきかについても触れていきたい。 

「非がんの緩和ケア」 
超高齢社会となった日本における死因は悪性腫瘍が第 1 位であるが、心疾患、老衰、脳

血管疾患、肺炎と続く。多くの高齢者は非がん疾患で亡くなる。通院困難となった高齢者
には、かかりつけ医による在宅医療が提供される。終末期を在宅で迎えたいという意思が
ある場合は、緩和ケアの知識と実践が必要となる。本講では慢性心不全を取り上げ、外来
診療から急性増悪による入退院を繰り返し終末期を在宅で迎えた事例を提示する。Shared 
Decision Making(SDM)を基にした治療最適化や在宅での療養自体が症状緩和につながる
こと、緊密な病診連携・多職種との連携、Advance Care Planning（ACP）を基に家族に見
守られながら在宅看取りまでのプロセスの中で醸成される納得感など、かかりつけ医が継
続的に関わる重要性につきお伝えしたい。 

【キーワード】 

アドバンス・ケア・プランニング（ACP）、多職種連携、慢性心不全、在宅緩和ケア 
 
 
 

医療法人桜花会 あすか在宅クリニック 理事長・院長 髙添
たかそえ

 明日香
あ す か

  

【略歴】 

2007 年 3 月 日本大学医学部医学科卒業 

2007 年 4 月より JA 長野厚生連佐久総合病院初期臨床研修（2009 年４月より同病院総合診療科後期研修） 

2012 年 4 月より 山梨市立牧丘病院内科勤務 

2016 年 9 月より 社会福祉法人緑樹会ほくと診療所勤務（2017 年 4 月同診療所副院長就任） 

2018 年 4 月より あすか在宅クリニック開設（2018 年 5 月開業、2022 年 9 月法人化） 

【学会・専門医など】日本内科学会（総合内科専門医）、日本プライマリケア連合学会（認定医）、日本在宅医学会（認

定専門医・指導医）、一般社団法人在宅療養支援医協会（理事） 

医療法人社団若水会 牛込台さこむら内科 院長 迫村
さこむら

 泰
やす

成
なり

  

【略歴】 

1984 年信州大学医学部卒業。信州大学第 3 内科に入局し、一般内科、神経内科、循環器内科を研修（2 年間）と、福

山循環器病院循環器内科勤務（2 年間）を経て、1989～1993 年に東京女子医科大学心臓血圧研究所循環器内科（細田

瑳一教授）にて循環器病の専門的研修、1993～1995 年に東京大学第 3 内科学教室（永井良三先生研究室）にて動脈

硬化の分子生物学的研究（学位取得）。1995 年東京女子医科大学循環器内科に戻り、2002 年 6 月まで循環器病の臨床、

学生教育、病理研究に従事（外来、病棟長、心血管病理主任、准講師、2023 年まで非常勤講師）。2002 年～父のクリ

ニックを継承し、さこむら内科院長として診療中（内科、循環器内科)、昼休みと水曜午後に訪問診療を行う。 

【役職・資格・所属学会等】東京医科大学（臨床研修地域医療指導教授）、認知症サポート医、東京都医師会在宅医療

委員会（委員長）、東京都循環器病対策推進協議会（委員）、日本内科学会、日本循環器学会、日本心臓病学会、日本

プライマリ・ケア連合学会 など 
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